
 

№ 頁 行 該当箇所 修正前 修正後 意見区分 修正理由

　１　職員

　２　所管課

　３　その他

  (                  )

　１　職員

　２　所管課

　３　その他

 　  (            )

　１　職員

　２　所管課

　３　その他

 　  (            )

　１　職員

　２　所管課

　３　その他

  ( 　　　　　　　　　 )

　１　職員

　２　所管課

　３　その他

  ( 　　　　　　　　 )

　１　職員

　２　所管課

　３　その他

 　  (            )

　該当する番号に○を付けてください。

5

第５章で示した３１項目の本市における「起きてはな
らない最悪の事態」を回避するため、以下の方針に
ついて、「宝塚市地域防災計画」における「災害予
防計画」に基づく対応方策を以下のとおりとする。
なお、強靭化を推進する主な事業は別紙のとおりと
する。

15

第６章では具体的な取組の推進において、

施策の方向性として対応方針を示してお

り、別紙に強靭化を推進する主な事業を挙

げていることを、わかりやすく表現しまし

た。

第６章　具体的な取組の推進

第４章で示した３１項目の本市における「起きてはならな
い最悪の事態」を回避するため、以下の方針について、
「宝塚市地域防災計画」における「災害予防計画」に基づ
き、別紙のとおり強靭化を推進する主な事業を推進す
る。

見出し記号について、地域防災計画と整合

性を図りました。

第４章　本市における大規模自然災害被害

想定の前置きとして、地域の特性を追記し

ました。

6 その他

第〇章

　　第〇節

　　　　　第〇項

第〇章

　　第〇節

　　　　　第〇

2

4

本市における大規模自然災害被害想定を

「市役所直下を震源とする内陸直下型地震

被害想定」に限定していたため、「風水害

等」を追記しました。

4

第４章　本市における大規模自然災害被
害想定

第２章　宝塚市の地域強靭化の基本目標

第３章　宝塚市の特性5

「宝塚市地域強靭化計画（案）」に対するパブリック・コメント代替手続以外での修正内容一覧表

第２章　宝塚市の地域強靭化の基本目標

これは、阪神・淡路大震災や近年頻発している豪雨災
害、土砂災害などで得た教訓と経験を生かし、総合的な
消防・防災体制を市民の力を結集して強化し、災害に強
く、安全で安心なまちを目指すことを基本目標とするもの
である。

また、阪神・淡路大震災や近年頻発している豪雨災
害、土砂災害などで得た教訓と経験を生かし、総合
的な消防・防災体制を市民の力を結集して強化し、
災害に強く、安全で安心なまちを目指すために、以
下の４項目を基本目標とする。

12

第１節の「基本目標」に枕詞を用いている

のに対し、第２節の「事前に備えるべき目

標」には用いておらず、整合性を持たせる

ため左記のとおり追記しました。

第１節の「基本目標」と第２節の「事前に

備えるべき目標」を明確にするため、「以

下の４項目を基本目標」と表現し、文言を

変更しました。

3

【追記】
大規模自然災害を想定して、基本目標を具体化した
以下の８項目を「事前に備えるべき目標」とする。

1

3

【追記】
第１節　位置
第２節　面積、広がり及び標高
第３節　地形、地質
第４節　河川
第５節　気象

2

3

【追記】
第２節　風水害等

8


